
感染症情報 １月２１日～２７日 

①感染性胃腸炎 

④伝染性紅斑 

②溶連菌感染症 

③RSウイルス感染症 

⑤みずぼうそう 

１,４９０例（堺市   ９５例） 

４４７例（堺市   ６９例） 

１３４例（堺市  １２例） 

１０５例（堺市  １０例） 

６８例（堺市   ６例） 

 感染症報告数は前週比８．６％増の２，４２６件であった。 
 

 報告数の第１位は感染性胃腸炎で、以下溶連菌感染症、RSウイ 
 

ルス感染症、伝染性紅斑、みずぼうそうの順であった。 
 

 感染性胃腸炎は府下で前週比１０％増、堺市は同７％増であっ 
 

た。溶連菌感染症は府下で１８％増、堺市で４７％増であった。RS 
 

ウイルス感染症は府下で９％増、堺市で９例→１２例であった。伝 
 

染性紅斑が府下で６％減、堺市で７例→１０例となった。みずぼう 
 

そうが府下で２６％増、堺市で４例→６例であった。 
 

 インフルエンザが府下で前週１３,９２０例→今回１４,４９３例となっ 
 

た。４％増で定点当たりの報告数は４６．０９→４７．９９となり、引き 
 

続き大阪府全ブロックで警報レベルを超えている。堺市では前週    
 

１,５２１例→今回１,４４２例となった（５％減、定点当たり４９．７２）。 
 

 麻疹の報告が府下で今回１１例あり（堺市はなし）。いよいよ感染 
 

拡大が懸念される。風疹も府下で同１１例あった（堺市で１例）。 

インフルエンザ １４,４９３例（堺市  １,４４２例） 

府下小児科１９９医療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０２医療機関（堺市２９）から 


